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研究成果の概要（和文）：本研究では，失語症者における情報伝達力に注目したコミュニケーション能力を評価
する尺度を考案することを目的とした．試案した評価尺度は，日常生活上の伝達を要する場面を課題とし，伝達
内容の複雑性，具体性，論理性の各要素の難易度を調整した14の上位項目で構成した．本尺度は，既存の実用コ
ミュニケーション能力検査（CADL）短縮版との有意な相関から基準関連妥当性が認められ，さらに因子内容から
も妥当性が認められた．また，本評価尺度のCronbachのα係数より項目の内的整合性が高いと判断された．試案
した評価尺度は，失語症者のコミュニケーション能力の評価として有効と考えられた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a scale for evaluating the 
communication ability of people with aphasia, focusing on information transfer ability. The proposed
 scale consists of 14 items, each of which is adjusted for complexity, concreteness, and logic of 
the content being communicated, targeting interactions of daily life. This proposed scale was 
significantly correlated with the Communication ADL Test (CADL) short form, and the 
criterion-related validity was confirmed. By factor analysis, three factors were extracted, and the 
construct validity was confirmed. In addition, the alpha coefficient of Cronbach of this scale was 
high, and inner consistency was confirmed. Hence, this proposed scale can be useful for evaluating 
the communication ability of people with aphasia.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
失語症者の活動の向上と社会参加の促進に必要なリハビリテーションと支援を進める上で，コミュニケーション
能力の評価は不可欠であるが，評価に時間を要するために，臨床における実施頻度は十分とは言えない．本研究
で考案した評価尺度は，短時間で失語症者のコミュニケーション能力を評価できるため，実用化により必要な頻
度で評価が可能となり，リハビリテーションと社会支援に効果的に役立つことが期待できる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
失語症当事者は，言語の機能的障害により，日常および社会的コミュニケーションにおける情
報伝達の側面に支障をきたし，活動制限や参加制約を生じる場合がある．そのような生活上の制
限や制約を減らし，その人らしい生活を送るためには，回復期から生活期にかけて，症状に応じ
た適切なリハビリテーションと支援が必要であり，その方針の検討にはコミュニケーション能
力の状態や改善の可能性を把握するための評価が重要である．しかし，評価には時間を要し失語
症者への負担もあることから，臨床における実施頻度は必ずしも十分とは言えない．そこで，評
価の所要時間を短縮して負担を軽減しつつ，コミュニケーション能力を的確に捉えることので
きる評価尺度の開発が必要である． 
 
２．研究の目的 
本研究では，失語症者を対象とするコミュニケーション能力の評価尺度の作成を考案するこ
とを目的とした．コミュ二ケーションの評価に必要な要因を満たし，評価基準を検討し，内的整
合性と妥当性を重視するとともに，臨床での定期的な実施を可能とするために，所要時間の短縮
と手続きの簡略化を目指した． 
 
３．研究の方法 
失語症者を対象とするコミュニケーション能力の評価尺度の試案を作成し，研究協力施設の
外来リハビリテーション，デイケア，デイサービスなどを利用する在宅失語症者に実施し，同時
期に施行された実用コミュニケーション能力検査（CADL），標準失語症検査（SLTA），レーブン色
彩マトリックス検査（RCPM），CADL 家族質問紙（CADL-FQ）との関連性を分析した． 
試案評価尺度の概要:失語症者のコミュニケーション能力を評価するための評価項目の検討にあ
たり，先行研究より，言語機能，非言語的認知機能，言語的活動性などの構成要素を重視して項
目選定を進めた．課題は，日常生活場面における伝達場面とし，伝達内容の複雑性，具体性，論
理性の各要素の難易度を調整した項目で構成し，14 の上位項目にまとめた．採点は，0～4 の 5 
段階の順序尺度とした．口頭以外の代償反応も評価対象とした．所要時間は，約 30 分であった． 
対象者:本試案評価尺度を，在宅失語症者 30 例を対象として実施した．対象者の年齢は平均
62.8±9.3 歳．失語症型は，非流暢性失語 16例，流暢性失語 14例．失語症重症度は，軽度 8例，
中等度 15例，重度７例であった． 
 
４．研究成果 
試案した評価尺度を，以下に分析した． 
（１）妥当性 
a．因子妥当性 
得られたデータについて因子分析を実施した．因子数の決定基準は固定値１以上，項目の選出
基準は因子負荷量 0.4 以上としたところ，因子負荷量は低いものの 3 因子が抽出され，14 項
目全てが選出された．3 因子は，言語機能，非言語的認知機能，言語的活動性に対応するもので
あり，これは項目選定時に基準とした 3 要素に対応するものであり，失語症者のコミュニケー
ション能力を評価する上で重視するべき要因に一致し，理論的に適切であると判断された． 
b．基準関連妥当性 
既存の実用コミュニケーション能力検査（CADL）短縮版の得点を外的基準として，本評価尺度
との Spearman の順位相関係数を算出したところ，相関 r=0.865（p<0.001）であり，有意な相
関を認めた． 
（２）内的整合性 
本評価尺度の Cronbach のα係数は 0.875 を示し，本評価尺度の項目の内的整合性は高いと判
断された． 
（３）諸検査との関連 
言語機能の指標となる標準失語症検査（SLTA）と，本評価尺度との Spearman の順位相関係数
を算出し，有意な相関を認めた．また，CADL 家族質問紙（CADL-FQ）の総得点と，本評価尺度と
の関連においても，有意な相関を認めた．対象者の日常生活の活動性を，失語症者の家族への 
CADL-FQ 質問紙より分析したところ，言語的活動の他，非言語的活動，知識概念に基づく遂行力
などの非言語的認知機能に関するクラスターに分類されたが，本尺度は，それらの要因と関連す
る項目を備えていた． 
以上より，本試案尺度は，失語症者の総合的なコミュニケーション能力の評価として有用と考 
えられた． 



本研究は，経過中に新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，協力施設でのデータ収集が
困難となり，全体のデータ数が制限された状態で分析を進めた．今回の解析の因子分析で 3 因
子が抽出できたものの負荷量は低かったため，可能であればデータ数を増やし，安定した因子で
妥当性を確認する．また本評価尺度の得点については，全項目の合計を総合得点としたが，今後，
既存のコミュニケーション能力検査との要素的対応を考慮した詳細な解析から，各項目の評価
の基準と項目の重みづけを分析し，より精度の高い評価として，臨床への適応を検討してゆく予
定である． 
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